
 

〈 主な項目内容 〉

               

 

 

【馬見ヶ崎川の水源：蔵王ダムの風景】

○第163回総代会開催2
○第162回総代会開催、新規事業 3
○平成28年度予算のあらまし 4
○平成28年度賦課金について 6
○平成28年度地区除外決済金について 7

○利水豊穣春の祈願祭､管理運営委員会だより 他 8
○水利調整委員及び水利について 9
○改良区への通知､使用料･手数料について10
○管理運営委員会と担当職員､事務局機構 他11
○多面的機能支払交付金活動 他12
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【
理
事
長
あ
い
さ
つ
】

第
一
六
三
回
総
代
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
の
総
代
会
に
は
、
ご
多
忙
中
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ご
来
賓
と
し
て
、
西

奥
羽
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所

沼

倉
最
上
川
支
所
長
、
山
形
県
村
山
総
合

支
庁

渡
邊
農
林
技
監
、
山
形
市
農
林

部

丹
野
次
長
の
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お

り
ま
す
。
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
総
代
の
皆
さ
ん
に
は
、
今
年

の
農
作
業
前
の
大
変
お
忙
し
い
中
を
お

集
ま
り
頂
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
年
は
近
年
に
な
い
暖
冬
で
、
十
二

月
か
ら
二
月
ま
で
三
ヶ
月
の
降
雪
量
も

平
年
の
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
端
に
少

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
日
常
生
活
で
は

過
ご
し
や
す
い
日
が
続
き
ま
し
た
が
、

農
家
に
と
っ
て
は
大
き
な
悪
影
響
が
出

て
き
ま
す
。
キ
ャ
ベ
ツ
・
大
根
等
の
野

菜
が
値
下
が
り
し
た
り
、
サ
ク
ラ
ン
ボ

等
の
果
樹
の
生
育
が
進
ん
で
い
る
の

で
、
今
年
の
出
来
具
合
も
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も

雪
不
足
で
雪
解
け
も
早
く
、
改
良
区
と

し
て
は
春
先
の
代
掻
き
期
・
田
植
え
期

の
用
水
不
足
を
懸
念
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
も
、
昨
年
以
上
の
節
水
節
電
に
よ

る
適
正
な
水
管
理
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
承
認
案
と
関
連
法

案
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会
に
提
出
さ

れ
ま
し
た
。
国
に
よ
る
と
、
コ
メ
に
関

し
て
は
「
備
蓄
米
制
度
の
見
直
し
に
よ

り
、
新
た
な
輸
入
枠
に
相
当
す
る
国
産

米
を
買
い
入
れ
、
市
場
か
ら
隔
離
す
る

の
で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
コ
メ
へ
の
影
響
は

な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
甚
だ
疑

問
で
あ
り
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
関
す

る
情
報
の
収
集
・
分
析
と
適
正
な
対
応

を
行
う
た
め
に
県
が
設
置
し
た
「
山
形

県
Ｔ
Ｐ
Ｐ
総
合
対
策
本
部
」
で
も
、
昨

年
の
十
一
月
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
内
容

か
ら
想
定
さ
れ
る
山
形
県
の
コ
メ
へ
の

影
響
に
つ
い
て
、「
価
格
低
下
へ
の
影

響
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
い
う
分
析
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
安
価
な
輸
入
米
が

流
通
す
れ
ば
、
国
産
米
全
体
の
価
格
が

低
下
し
、
ま
た
小
麦
が
安
く
な
る
こ
と

で
、パ
ン
や
麺
類
の
価
格
が
下
が
れ
ば
、

益
々
コ
メ
の
需
要
が
減
っ
て
価
格
の
低

下
へ
繋
が
る
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り

ま
す
。
農
業
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
と
い
わ
れ
て
久
し
い
中
、
農
業
を
活

性
化
し
て
い
く
う
え
に
は
農
家
の
所
得

を
増
や
し
、
若
い
人
達
が
農
業
を
や
っ

て
み
よ
う
と
す
る
た
め
の
、
生
産
と
経

営
の
確
か
な
保
証
が
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
国
に
は
そ
の
た
め
の
対
策
を
お

願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

「
米
価
が
下
が
っ
た
の
で
、
土
地
改

良
区
の
賦
課
金
も
安
く
し
て
く
れ
」
と

い
う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す
が
、
土
地

改
良
区
の
経
費
は
、
農
業
用
施
設
を
維

持
管
理
し
て
い
く
上
で
毎
年
決
ま
っ
て

掛
か
り
ま
す
。
ま
た
、
施
設
も
老
朽
化

し
て
お
り
、
大
が
か
り
な
設
備
の
更
新

に
向
け
て
、
現
状
の
賦
課
金
を
値
上
げ

し
な
い
た
め
に
も
、
経
費
を
積
立
て
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
必
要
な
水
の

確
保
と
供
給
」
と
い
う
土
地
改
良
区
の

重
要
な
役
割
を
持
続
し
て
ゆ
く
た
め
に

は
、
耐
用
年
数
を
超
え
老
朽
化
し
た
施

設
は
必
ず
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
土
地
改
良
区
の
使
命
で
あ
る
こ
と

を
、
あ
ら
た
め
て
申
し
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
勿
論
、
で
き
る
限
り
の

負
担
軽
減
を
計
り
、
組
合
員
の
経
営
環

境
が
良
く
な
り
地
域
農
業
が
活
性
化
し

て
い
く
よ
う
、
土
地
改
良
区
と
し
て
で

き
る
こ
と
を
や
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
、「
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
」

で
す
が
、
平
成
二
十
八
年
度
よ
り
飯
塚

地
区
が
新
規
に
加
わ
り
中
流
管
内
で
は

三
十
一
組
織
が
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
改
良
区
と
し
て
は
、
管
理
課

　第163回通常総代会が、平成28年３月28日当土地改良区大会議室
において開催されました。総代63名の出席をいただき上程された平成
28年度予算など全案件（80議案）が原案どおり可決承認されました｡

平成28年度予算等　全案件が可決承認されました

第163回  総  代  会
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【概要】

【概要】

【概要】

職
員
の
担
当
を
増
員
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

交
付
金
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
山
形
市

に
お
い
て
も
、
従
来
の
と
お
り
、
次
年

度
へ
の
持
越
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。
改
め

て
、
山
形
市
長
を
は
じ
め
、
関
係
者
の

方
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
取
得
に
つ

い
て

議
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
収
支
補

正
予
算
（
第
二
号
）

議
第
三
号

平
成
二
十
七
年
度
国
・
県
営
維
持
管

理
事
業
特
別
会
計
収
支
補
正
予
算
（
第

二
号
）

（
他
七
十
七
議
案
）

平
成
二
十
七
年
度
補
正
予
算
等

全
案
件
が
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た

﹇
議
決
案
件
﹈

議
第
一
号

区
有
財
産
（
不
動
産
）
の
処
分
に
つ

い
て

議
第
二
号

平
成
二
十
七
年
度
農
地
耕
作
条
件
改

善
事
業
の
計
画
変
更
に
つ
い
て

議
第
三
号

平
成
二
十
七
年
度
一
般
会
計
収
支
補

正
予
算
（
第
一
号
）

（
他
十
一
議
案
）

第
一
六
二
回
　
総
代
会

平
成
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日 

開
催

【質問をする櫻井総代】

【質問をする五十嵐総代】
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【合水の儀】 【利水豊穣の碑】

利水豊穣春の祈願祭 利水豊穣春の祈願祭 
　当土地改良区恒例の利水豊穣春の
祈願祭が、４月22日に執り行われま
した。最上川と馬見ヶ崎川の清水に
よる「合水の儀」に始まり、役職員全
員で「祈願礼拝の儀」を行い、今年
の豊水と豊作、農作業の安全を祈願
いたしました。

「蔵王ダム研修」「蔵王ダム研修」 「ESCO事業」「ESCO事業」

玉
虫
地
区
管
理
運
営
委
員
会 

　
委
員
長
　

江
　
口
　
順
　
市

発
電
所
更
新
事
業
開
始

　
　
　
　
　
〜
今
年
の
九
月
よ
り
〜

 

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
よ
る
㈱
山
形
発
電
南

舘
発
電
所
の
更
新
工
事
が
、平
成
二
十

八
年
九
月
中
旬
〜
翌
年
三
月
末
ま
で
の

予
定
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
、組
合
員
及
び
関
係

機
関
の
方
々
に
は
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、工
事
期
間
中
は
、中
部
・
八
ヶ

郷・北
部・千
歳・出
羽
明
治
地
区
の
水
路

維
持
用
水
が
全
面
停
止
さ
れ
ま
す
の

で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

役
員
研
修
視
察
〜
蔵
王
ダ
ム
〜

　
今
年
の
冬
は
降
雪
量
が
少
な
く
、
暖

冬
だ
っ
た
た
め
河
川
流
量
の
減
少
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

　
役
員
会
で
は
、
四
月
二
十
二
日
に
現

在
の
蔵
王
ダ
ム
の
貯
水
量
と
堆
砂
状
況

の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　
担
当
者
の
方
よ
り
「
例
年
よ
り
雪
解

け
が
早
く
、
貯
水
位
が
二
㍍
程
高
い
。」

と
の
説
明
を
お
聞
き
し
、
代
掻
き
・
田

植
期
の
節
水
は
基
よ

り
、
夏
場
の
出
穂
期
の

用
水
確
保
に
つ
い
て
も

気
持
ち
を
引
き
締
め
た

と
こ
ろ
で
す
。

　
組
合
員
の
皆
さ
ん
の

節
水
に
お
け
る
、
尚
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
玉
虫
地
区
は
、
山
辺
町
の
北
西
部
に
位
置
し
、
約
一
二
〇
ha
の
受
益
面
積

が
あ
り
ま
す
。
山
辺
西
部
に
あ
る
玉
虫
沼
を
水
源
の
中
心
と
し
て
耕
作
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
最
上
川
の
水
が
来
る
前
は
、
水
の
便
が
悪
く
水
不
足
に
悩
ま
さ

れ
ま
し
た
。
昭
和
六
十
年
に
完
工
し
た
最
上
川
か
ら
通
水
さ
せ
た
偉
業
は
、

農
民
の
苦
労
の
一
つ
で
あ
っ
た
「
夜
水
か
け
」
な
ど
も
不
必
要
に
な
り
、
水

を
自
由
に
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
様
に
な
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

後
の
経
済
事
情
や
食
生
活
の
変
化
に
よ
り
、
米
余
り
と
な
っ
て
減
反
事
業
が

始
ま
り
、
米
価
の
低
迷
を
招
き
、
耕
作
者
の
高
年
齢
化
に
伴
い
、
水
田
の
貸

付
け
や
作
業
委
託
が
急
激
に
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
二
十
九
年
度
で
減
反
の
廃
止
が
決
定
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
も
絡
み
、
不

透
明
感
が
漂
い
ま
す
。
「
地
域
の
水
田
を
荒
廃
さ
せ
な
い
た
め
に
は
ど
う
す

る
か
。
」
国
な
ど
の
方
針
を
睨
み
な
が
ら
、
地
域
の
中
で
情
報
を
共
有
し
、

地
域
単
位
で
対
応
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
土
地
改
良
事
業
で
は
、
農
家
負
担
の
軽
減

は
最
重
要
課
題
で
す
。
支
出
を
抑
え
、
施
設

の
長
寿
命
化
な
ど
を
図
り
、
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
農
道
や
水
路
な

ど
の
補
修
や
、
整
備
な
ど
に
有
効
に
使
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
今
年
は
水
不
足

も
予
想
さ
れ
、
節
水
と
水
の
有
効
利
用
に
組

合
員
皆
様
の
格
段
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
当
管
理
運
営
委
員
会
と
し
ま
し
て

も
、
組
合
員
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、
一
致

団
結
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【玉虫明神春祭り】
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平成28年度度成2成22 年年平成28年度平成28年度平成28年度 る多面的機能支払交付金の活動組織 覧ける管内における多面的 付支払交付金の活支払おける多面的機能支払交付金の活の払交付金のにお管内にお 付付 のの交機能支払交管内における多面的機能支払交付金の活動組織る多面的機能支払交付金の活動組織一覧る多面的機能支払交付金の活動組織一覧管内におけ管内におけ平成28年度 管内における多面的機能支払交付金の活動組織一覧

多面的機能支払交付金　活動組織紹介
　
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
西
崎
は
、
平
成
二
十
六
年
よ
り
「
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
」
と
名
称
が
変
わ
っ
た
同
年
五
月
二
十

日
に
設
立
し
、
今
年
で
三
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　
構
成
組
織
は
下
条
町
・
城
北
町
・
肴
町
等
の
組
合
員
で
役
員

は
十
六
名
で
す
。
対
象
面
積
は
西
崎
・
菅
原
・
追
散
及
び
豊
原

の
農
用
地
（
田
・
畑
）
六
十
二
ha
で
、水
路
十
六
・
六
km
、農
道
五
・

六
km
の
農
業
施
設
が
あ
り
ま
す
。
市
街
地
近
郊
地
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
名
称
も
「
西
崎
」
と
い
う
名
を
取
入
れ
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
基
礎
的
保
全
活
動
を
始
め
、
景
観
形
成
活
動
と

し
て
小
・
中
学
校
と
連
携
し
、
春
は
サ
フ
ィ
ニ
ア
・
秋
は
パ
ン

ジ
ー
等
を
植
栽
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
お

い
て
水
路
・
農
道
等
の
補
修
・
更
新
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
年
々
変
化
し
て
い
く
地
域
の
農
地
保
全
を
役
割
と
し
て
、
今

後
は
「
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
」
を
合
い
言
葉
と
し
て
、
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
得
な
が
ら
、
今
後
も
活
動
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

代
表
　
五
十
嵐
　
昇

グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
西
崎

広報看板の設置

草刈り作業 水路泥上げ作業

植栽作業

平成29年度 職員募集のお知らせ
募集職種 一般職並びに技術職
募集人員 若干名
応募資格
・昭和53年４月２日以降生まれた方で､高等学校
以上を卒業した方。

・普通自動車運転免許を取得している方。
（平成29年３月末まで取得見込みの方）

選 考 書類選考後、該当者に試験日を通知
・第１次試験（教養試験・性格診断検査）
期 日 平成28年８月７日(日）
場 所 山形県土地改良事業団体連合会

（山形市松栄一丁目７－48）

・第２次試験（論文記述式及び個別面接）
第１次試験合格者について当改良区で実施

受付期間
平成28年６月20日(月)～７月15日(金)
午前９時から午後４時（但し、土・日曜及び祝祭日は除く）
郵送の場合、７月15日(金）必着
申込方法 履歴書を事務所まで持参、または次の住

所まで郵送して下さい。

受験申込み・問合せ先
最上川中流土地改良区 総務課
〒990-2476 山形市飯沢62番地の２
tel：023－645－1210（代表）

地
区
名

組

織

名

称

長

町
長
町
・
沖
八
区
み
ど
り
の
会

出

羽
出
羽
自
然
を
守
る
会

中

野
中
野
み
ど
り
の
会

成

安
成
安
い
き
い
き
燦
々
水
土
里
の
会

見

崎
見
崎
農
地
水
の
会

今

塚
今
塚
水
土
里
の
会

明

治
ふ
る
里
明
治
１
０
０
の
会

江

俣
江
俣
水
土
里
の
会

片
谷
地
片
谷
地
み
ど
り
環
境
保
全
の
会

上
谷
柏
上
谷
柏
水
土
里
育
む
み
ん
な
の
会

大
曽
根
大
曽
根
ふ
る
さ
と
創
成
会

村
木
沢
村
木
沢
み
ど
り
の
会

柏

倉
「
柏
倉
｣自
然
を
育
む
み
ん
な
の
会

門

伝
西
部
グ
リ
ー
ン
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
倶
楽
部

本

沢
本
沢
地
区
豊
か
な
地
域
づ
く
り
協
議
会

船

町
船
町
み
ど
り
の
会

内

表
内
表
み
ど
り
の
会

椹

沢
椹
沢
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会

相

模
み
ど
り
の
会
さ
が
み

玉

虫
山
野
辺
玉
虫
地
区
ふ
る
さ
と
保
全
の
会

沼

木
南
沼
原
グ
リ
ー
ン
守
区
楽
夢

下

条
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
西
崎

志
戸
田
志
戸
田
水
と
緑
の
会

上

町
上
町
わ
か
ば
保
全
の
会

八
ヶ
郷
･中
野

八
ヶ
郷
・
中
野
耕
心
会

久
保
手
･隔
間
場

久
保
手
･隔
間
場
地
域
資
源
保
全
会

津
金
沢
津
金
沢
み
ど
り
の
会

八
ヶ
郷
･陣
場

陣
場
農
業
地
域
保
全
会

吉
野
宿
吉
野
宿
水
土
里
の
会

中
部
･陣
場

陣
場
み
の
り
の
会

飯

塚
飯
塚
み
ど
り
賛
寿
壱
の
会
(予
定
）

※申し込みの詳細については、ホームページ並びに『ハローワーク山形』でご確認下さい。

平成28年６月１日現在
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